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1.環境方針

環境理念

環境保全に積極的に取り組むとともに、大量生産、大量廃棄型の社会から

循環型社会への移行を目ざします。

環境方針

1.事業所及び現場の電気、燃料の使用量を削減し、C02総排出量の

低減に取組みます。

2.廃棄物の3Rを推進し、排出量の削減に努めます。

3.環境関連の法令・規制を遵守します。

4.現場で使用する水資源の節減に努めます。

5.職業特性を活かし、緑化事業や環境に関わるボランティア活動に

積極的に取り組みます。

6.IC丁を活用し、建設工事を効率化するとともに、快適な職場環境を整備します。

7.環境経営の継続的改善を実施します。

社内において、これら環境方針を周知徹底し、全員参加による環境保全活動に取り組みます。

社外にも、環境レポートを作成して、公表いたします。

制定日:平成20年 9月 28日

改定日:令和 3年 5月 10日

04ヽ ネ 土 ネ 外 代

代 永 ネ 舞 長  小 林 優 き



2.事業概要

1)事業者活動の概要

①事業者名 及び 代表者

株式会社小林土木緑化

代表取締役 小林 優志

②所在地

本社

〒422-8005

静岡市駿河区池田637番地の 1

西久保倉庫

〒422-8005

静岡市清水区西久保 195番地の 1

小鹿資材置場

T422-0821

静岡市駿河区小鹿348-4

③環境管理責任者 及び 担当連絡先

責任者  代表取締役 小林 優志

担当者   工事部
緑地管理部

事務局 田代 量子

連絡先     TEL 054-264-6499       FAX  054-264-6498

巨―nlail l y一kobayashi@kObayashidObOku― r.00jp

④事業活動、規模

総合建設業 静岡県知事許可 (特-23)第22921号
資本金   30,000,000円
売上高    1,238,338,571円
売上件数  11件
緑地管理部門 樹木維持管理
工事部門 土木工事業、造園工事業、ほ装工事業、とび口土工・コンクリートエ事業

産業廃棄物収集運搬業 (但し自社分のみ処理し、業は実施していない)

許可番号・ 第02201128206号
許可年月日令和3年 8月 17日   有効期限 令和8年 8月 16日

従業員   37名
事務所床面積 63.7耐

倉庫床面積  150ぶ    資材置場面積 950ぷ
車両保有台数 35台    重機保有台数 3台
(使用車両台数 36台 )

宏

大

将

忠

原

本

田

杉

⑤認証。登録範囲:全事業活動と全組織
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事務局 :田代量子

2)実施体制図

環境管理責任者は常に新しい情報を取り入れ、各推進委員・現場代理人への教育、周知を

うながす。現場代理人は協力業者に対して、新規入場者教育などを利用して、環境保全活動に

ついて教育じ協力を促す。

[役割・権限・責任]

代表者 ・環境目標、環境方針を定める

・システムの全体的評価、見直し及び指示

・資源の確保 (人材、資産、技術 )

・環境管理責任者を任命する。

・経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者  ・環境活動計画の立案
・環境活動の指導・推進 口管理

・代表者への報告

事務局 ・文書の作成・管理

・活動実績を環境管理責任者へ報告

推進委員

・部門の計画立案

“部門活動の推進 '管理

・活動実績を環境管理責任者へ報告

・協力業者への協力要請・指導

その他従業員   ・自分の役割を守り、エコアクション21の活動を推進する。
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3.環境への負荷の実績
当社における過去3年間の負荷の実績は以下のとおりです。

・従業員の通勤・移動に使用する燃料 (ガソリン、軽油)は事務所での使用量として計上し、
重機、発電機の燃料については現場での実績として計上した。

事業の規模とC02排出量

項 単位
令和3年度実績

(R3.4～ R4.3)

令和4年度実績

(R44～ R5.3)

令和5年度実績

(R5.4～ R6.3)

二酸化炭素

排出量
kg一 Co2 99,808 103,209 98,245

電力使用量

(事務所)
kwh 14,997 15r283 14,769

電力使用量

(現場 )
kwh 21,008 5,512 8,663

ガソリン使用量

(事務所)
2 21,185 23,214 21,097

ガソリン使用量

(建設現場 )
2 1,804 2,021

軽油使用量

(事務所 )
2 6,071 7,669 7,479

軽油使用量

(建設現場 )
2 5,746 5,961 5,952

灯油使用量

(建設現場 )
2 276

水使用量 m 98 102 104

都市ガス m 17

産業廃棄物排出量 kg 671 546 11664

一般廃棄物

排出量
kg 463 447 445

活動規模 単位
令和3年度

R3.4～ R4.3

令和4年度

R4.4～ R5.3

令和 5年度

R5_4～ R6.3

令和6年度

R6.4～ R7.3

売上高 百万円 706.9 1149.1 709,3 1238.3

従業員 人 34 33 33 37

床面積 m 637 63.7 63.7 63.7

C02年間排出量
kg一

Co2
99=808 103,291 98,245 97,037

百万円当りの

C02年間排出量

kg―

Co2
141.19 89.89 141.86 78.36

4
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4.環境目標

・削減目標は令和3年度データを基に年間1%を削減し、4年間で3%の削減を目標とする。

・現場での電力使用量及びガソリンロ軽油使用量は、工事の種類により、使用量が大幅に変化する

ことから、数値としての目標は設けず、実績値の把握のみとする。

・Co2排出係数は、0.459(中部電カミライズ(榊 令和4年度調整後出係数)を使用。

・産業廃棄物排出量は、工事内容により変化すること及び、再資源化率がほぼ100%であるため
基準年度実績値=目標値とする。

・水使用量及び一般廃棄物排出量、都市ガスについては改善活動が定着したため、基準年度

実績値を目標値とした維持管理とする。

・工事に伴う環境負荷を低減するため、実施可能な環境工法・機械、設備等を探求する。

上記の目標のほか、以下の取り組みを推進する。

①3S活動の推進
作業現場の効率を向上させ施工品質の向上のために3S活動(整理、整頓、清掃)に取り組む。
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項  目 単位
令和3年度実績

(R3.4～ R4.3)

令和5年度目標

(R5.4～ R6.3)

令和6年度目標

(R6.4～ R7.3)

令和7年度目標

(R7_4～ R8.3)

二酸化炭素

排出量
kg― Co2 99,808 97,812 96,814 95,816

電力使用量

(事務所)
kwh 14,997 14,697 14,547 14,397

ガソリン使用量

(事務所 )
2 21,185 20,761 20,549 20,338

軽油使用量

(事務所 )
2 6,071 5,950 5,889 5,828

灯油使用量

(建設現場 )
2 0 0 0 0

水使用量 m 98 98 98 98

都市ガス m 24 24 23 23

一般廃棄物 kg 463 463 463 463

産業廃棄物 kg 671 671 671 671

環境配慮工法

(ICT)の 採用
件 0 1 1 1

100万円当り

Co2排 出量
kg一 Co2 141.19 138.4 137.0 135.5
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作成日:令和7年5月 28日

6.環境活動の取り組み結果とその評価、次年度の取組み内容 (1)

当社では平成20年 10月からエコアクション21への取り組みを開始している

今回、令和6年4月 から令和7年3月までの1年間の実績を目標値と比較し、評価を行つた。

単 位
期間目標

R6.4～ R7.3

今年度実績

R6_4～ R7.3

結 果

(目標比)
達成度

二酸化炭素排出量 kg―Co2 96,814 97,037 0.2%増加 X

電力使用量 (事務所 ) kwh 14,547 11,727 19.4%減少
⌒

υ

電力使用量 (建設現場 ) kwh 2,827

ガソリン(事務所) 2 20,549 231502 14.4%増加 X

ガソリン(建設現場 ) 2 1,540

軽油 (事務所 ) 2 5,889 7,624 29.5%増 加 X

軽油 (建設現場 ) 1 4,785

水使用量 ボ 98 63 35.7%減少 O

産業廃棄物排出量 kg 671 883 31.6%増 加 X

一般廃棄物排出量 kg 463 436 5.8%減少
′
口
ヽ

リ

環境配慮工法
(ICT)の採用

件 1 1
′口ヽ

リ

100万円当りの
C02排出量

kg― C02/年 137.0 78.36 42.8%減少
′
口
ヽ
こ 】
V

*使用車両 (ガソリン)増減なし
*使用車両 (軽油)増 減なし
*重機 (軽油)  増減なし

計28台 (基準年度に比べ3台増加)

計 8台 (基準年度に比べ1台増加)

計 3台

8



項 目 評価 次年度の取組

電力使用量の抑制

目 今後も削減に努めたい。

燃料使用量
(ガソリン)の削減

基準年度に比べ、車両台数が多くなつたことで

使用量が増加し、日標が達成できなかつた。

近距離の現場を受注できるよう

努力したい。

アイドリングストップに努めたい。

燃料使用量
(軽油)の削減

基準年度に比べ、車両台数が多くなつたことで

使用量が増加し、日標が達成できなかつた。

現場で使用しない車両は

極力移動に使用しないように

する。

水使用量の削減

目標を達成することができた。 今後も削減に努めたい。

一般廃棄物排出量
の削減

目標を達成することができた。 今後も削減に努めたい。

産業廃棄物排出量
の削減

受注工事内の産廃排出量が多かったため、

日標を達成することができなかつた。

産廃物の分別収集とマニフェストの

管理を順守していきたい。

環境配慮工法
(lCT)の採用

ICT施工実施件数1件。 次年度も実施したい。

環境活動の推進

事務所周辺の清掃活動を2回行つた。

国芸市(静岡市主催)に 2回参加した。

あさはた緑地のクリーン作戦に参加した。

今後も、ポランテイア活動を継続さ

せるとともに、活動量をふやして

いきたい。

作成日:令和7年 5月 28日

環境活動の取り組み結果とその評価、次年度の取組み内容(2)

9



6.環境目標とその実績 (2)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事務所
ガソリン

R4年度月別実施値

R4年度累計実績値

事務所
ガソリン

R5年度月別実施値 1717.4 1558., 2201.3 16840 17∞ .0 1339.|

R6年度累計実績値 1717.4. 3,,6., 74735 ,6:750 13191.0 l`,`ヽ 0 210,9_7

事務所
ガソリン

R6年度月別実施値

R6年度累計実績値

2100.0

lo31e′零

家
一　
激
〓

事務所ガソリン使用料 実績値比較 (2)

25000.0
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0.0

事務所軽油 実績値比較 (2)
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施値

― 事務所
ガソリンR4年度累計実

績値

・哺け事務所ガソリンR5年度累計実
績値

・哺商F事務所ガソリンR6年度累計実

績値

.事 務所軽油 R4年度月別実施値

事務所軽油 R5年度月別実施値

事務所軽油 R6年度月別実施値

:, 事務所軽油 R4年度累計実績値

・■・事務所軽油 R5年度累計実績値

事務所軽油 R6年度累計実績値
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R4年度月別実施値

R4年度累計実績値
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=●
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4月  1 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力
R4年度月別実施値

躍年度累計実績値
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R5年度月別実施値 ,1` 1031

R5年度累計実績値 4462 6200 ∞

"
SX,1 :1021 14769
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R6年度月別実施値 Ⅲ I :‐ :,檄 ■ti ta謝

R6年度累計実績値 鮮
| ・

f 纏輔 ,166 ,●

"|

電力使用料 実績値比較 (kwh)
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8.環境関連法規等の連守状況の確認及び評価並びに違反訴訟等の有無

作成 日:令和 7年 5月 28日

小林 田 代

規制基準等
遵守状況等 最終確認日
令和7年 5月 28日法令のポイント関係法令名

■遍切管理確認OK
キ掲示板問題なし

十分別・減肇等の遇切管理

Ⅲ保管場所に掲示板設置

,処理業者との委託契約確認
■許可期限確認 問題なし

摯委託契約 ■締結

■委託者の許可期限確認

手管理台帳で管理、適切を確認

*令和7年 5月提出

*マニフェスト伝票の管理

'保管5年

■毎年6月 30日までに廃築物量の届

出(静岡市長)
*許可期限 令和8年8月 16日攣自社の収集通搬集許可事の期限確

認(他社の収集理機は行なっていな

い)
■多撻排出事業者(前年排出畳1000t

以上)は産業廃棄物の議量その他に

関する計画●を作成、提出する。

+令和7年 5月提出

一般廃棄物、産業廃彙物、特別管理屋葉

饉棄物等の種類が定義されている。

排出事業者、収集運搬業者、処分業者等の

役割、施設の設置基準等が定められている。

また排出者責任の原則として排出事業者が

産廃の最終的な処分まで責任を持つことが

定められている。

委託処理契約書の締結、マニフエスト制度の

組持管理について規制や罰則が強化されて

いる。

鹿築物の処理及び清掃に

関する法律

(羹棄物処理法)

回/年の現地

●田原将宏を産廃管理薇任者に任命

■R7.4■ 9に絆静岡資源に

確認

静岡市産業廃棄物の適正

な処理に関する条例

廃棄物処理法の上桑せ基準の条例として

排出事業者、産廃処理設曲事業者、

県外産廃搬入事業者等を規制している。

■当該期間に建設リサイクル法

該当工事 5件実施

適切に実施を再度確認した

解体工事業者の届出制度が解体義務が課せられる。
ある。

・説明が

の種類に応じ

'特
定建設作業(統打機、削岩機、空
気圧穂機(■動機以外で1 5КⅣV以上)
等を使用)に該当する場合は事前届出

■該当工平なし

騒音規制法

に該当する場合は事前届出をする。
■一般工事用機械は低振動建設機械
の指定型式を使用する

■該当工事なし

撮動規制法

工増・事業所振動、建設作業握動、道路交通振動に
分けてそれぞれ規制している。指定地域内で特定建
設作業を実施する場合、工事開始7日前までに届出
が必要。 工事の実施では規制基準の順守が必要。
規制基準には、条例による一部上乗せがある。

低騒音型低振動型建設機
械の指定に関する規程、
低騒音型建設機械の指定に
ついて (建告示1536関連)

*識当重機の使用・マーク添付を

確認した。

●低題言 颯 薇コ型爆まE薇の
使用に努力する。

低騒音型低振動型建設機械の使用の指導

■河川工事は、河川管理者又は行政
(市町村長等)の許可と指導の元に実
施される。許認可事項を順守すること
がポイント。

■該当工事なし

河川法

河川の、災害の発生防止、適正利用、流水の正常な
機能維持及び河川環境の整備と保全を目的とした法
律

農薬の販売及び使用などの規制等を行い、農薬の品
質適正化、安全かつ適正な使用の確保を図り、農業
生産の安定と国民の健康の保護に資することを目的
とする。
「住宅地等における農薬使用について
(25消安第175号 )」も参照
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■適正に取り扱う。問題なし。

農薬取締法

中管理状況を確認。問題なし

毒物及び劇物取締法
春性の強さに応じて特定書物、毒物、劇物に指定し
て、その取扱を規制する。

會エア‐,ン .Tヽ′.:3層 [【薫.冷
'里

:輌 .溌
濯機、健鸞撲の島桑時 ′1ヽ発案義等に
引取りは軸.家電'メサイクル券を受村

ホ本年度 該当なし

家電リサイクル法
廃家電による0棄物の減少と資源の有効
利用を目的

パソコン関連業界にパソコンの自主回収と再資源化
を義務づけた。

ホパソコン及びディスプレイの処分時
は、生産事業者に引渡す。

ネ本年度 該当なし

10
資源有効利用促進法

(′ ソ`コンのリサイクルのみ)

ホエアコン:7
1

*令和7年 5月 28日 確認

問題なし

11 フロン排出抑制法

オゾン鱗を破壊し、地球温暖化に深刻な影響をもたら
すフロン類の大気中への排出を抑制するため、特定
製品に使用されているフロン類の回収及び破壊の実
施を確保。

Ⅲ令和7年 5月 28日確認

問題なし12 自動車リサイクル法
ゴミを減らし、資離 購駄にしないリサイクル型社会を
作るために、クルマのリサイクルについて定めた法
律。

*リサイクル料金の支払い

*自治体に登録された引取配業者
への廃車の引き違し.

② 連守状況等確認の結果 違反はありませんでした。

14

建設工事にかかる資材の
再生資源化に関する法律
〈建設リサイクル法)

(燿た際は、直ちに警察署に届け出る。
洩の場合は、保健所、消防機関も)



9.代表者による全体の評価と見直し

見直し関連情報

項  目 確 認 (必要に応じて評価・コメント記載)

環境方針 E]特になし

環境目標

及び目標達成状況
回  特になし

環境活動計画

及び取組実施状況
E fihl:/rL

環境関連法要求一覧

及び連守状況
圧]特になし

外部コミュニケーション

対応記録
□  特になし

問題点の是正

予防処置の実施状況
□  問題なし

取引先、業界、関係行政機関 .

その他の外部動向
E]特になし

その他 □  特になし

令和7年 5月 28日  環境管理責任者  小林 優志

代表者による全体評価口見直し指示

見直し項目 変更 指示事項等

環境方針 有/①

環境目標・計画 有/①

環境活動計画・取組項目 有/〈Э

環境に関する組織 有ノ'屯D
その他のシステム要素 有/①

その他 有ノ③

全体評価

Co2排出量、電力使用量、ガソリン・軽油使用量ともに過去3年より

削減できた。今後も削減できるよう努力していきたい。

令和7年 5月 28日  代表取締役  小林 優志

令和7年 5月 28日
株式会社小林土木緑化
代表取締役 小林 優志
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